
 

仙台市の 

帰宅困難者対策について 
平成27年1月23日 

仙台市危機管理室 減災推進課 



 避難所 
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 帰宅困難者の状況 

3月11日 榴岡小学校 体育館 
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3月11日 東二番丁小学校 校庭 

3月11日 JR仙台駅西口駅前広場 
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一斉帰宅の抑制 

 帰宅困難者対策 

一時滞在場所の確保 

徒歩帰宅支援の推進 

帰宅困難者に対する情報提供 
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○企業等に、事業所内の安全確保や、従業員が事業所に留ま
るための 備蓄を行い、災害発生時には「緊急を要さない移動
は控える」よう啓発に努めます。 

 

 ・ オフィス家具の転倒・落下・移動防止措置を施す 

 ・ 従業員の３日分の水、食料、毛布などを備蓄する 

 ・ 施設内の安全点検のためのチェック表を作成する 

 ・ 家族などの安否確認手段を定めるよう従業員へ周知する 

 ・ 従業員を帰宅させる場合の判断基準・ルールを決める 

 ・ 必要な情報を収集し、従業員へ提供する 

 ・ 外部の帰宅困難者も受け入れることを検討しておく 

 ・ 定期的に訓練を実施し手順等を確認し、必要に応じ見直 

  しを行う 

一斉帰宅の抑制 

 帰宅困難者対策 
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○ターミナル駅などの交通結節点周辺に、 民間事業者などの
協力の下、帰宅困難者を受け入れる「一時滞在場所」を確保し
ます。 

  
 仙台駅周辺  推計11,000人中 ⇒ 9,600人分確保 
 長町駅周辺  推計 2,000人中 ⇒ 2,000人分確保 
 泉中央駅周辺 推計 1,000人中 ⇒ 1,000人分確保見込み 
 
 あすと長町地区のスポーツ施設との協定締結（H24. 8） 
 ＪＲ東日本（仙台駅）と協定締結     （H25. 3） 
 あすと長町地区のアリーナ施設との協定締結（H25. 6） 
 シルバーセンターとの覚書締結      （H26. 4） 
 仙台ターミナルビル（株）との協定締結  （H26. 4） 
 東北学院大学との協定締結        （H26. 4） 
 宮城第一信用金庫との協定締結      （H26.10） 

一時滞在場所の確保 

 帰宅困難者対策 



 帰宅困難者対策   

徒歩帰宅支援の推進 

帰宅困難者に対する情報提供 

○徒歩帰宅者に道路・災害情報やトイレ等
を提供する「徒歩帰宅支援ステーション」 
としてコンビニエンスストア等の協力を得る
ため、仙台市、宮城県及び一般社団法人 

日本フランチャイズチェーン協会加盟の 

コンビニエンスストア等（１３社）の三者で 

平成26年8月に協定を締結しました。 
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○事業所・コンビニエンスストア等での情報提供、ツイッターによる情報
配信に併せ、大規模災害発生による停電や携帯電話の輻輳時に、帰宅
困難者等へ必要な情報を有効に提供する手法などについて検討を行っ
ています。 
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 仙台駅周辺帰宅困難者対策連絡協議会 

仙台駅周辺における帰宅困難者対策推進のため、関係者が
連携、協力し、混乱の抑制を図ることを目的として平成25年
11月に設置。「仙台駅周辺帰宅困難者対応指針」を策定。 

仙台駅周辺帰宅困難者対応指針 

○東日本大震災の経験を踏まえた平時から発災
後数時間までの仙台駅周辺における事業者の
共助の取組を示したものです。 

○対応指針の位置付け 

 平時における自助・共助公助の取組、発災時
における取組と役割分担、緊急退避場所や一時
滞在場所の確保、現地対策本部の設置などに
ついて明記しています。 



東日本大震災時の課題に基づく「共助・公助」の対策 

行政機関による 
「公助」 

互いに助け合う 
「共助」 

駅・大規模商業施設 
集客施設等・商店街等 

事業所・学校等 

帰宅困難者対策は，自助の徹底を前提とした上で， 
関係者が互いに助け合う共助の取組みへとつなげていくことが大切です。 

災害時には，従業員や学生，利用客の安全確保を行った上で 
一斉帰宅を抑制し，施設内に留めます。 

従業員 学生等 従業員 利用客 自ら守る 
「自助」 

帰宅困難者対策の基本的な考え方（自助の徹底） 

対応指針のポイント 

 大規模災害の発生により交通機関が停止した場合，駅周辺事業者は，以下の対応をとることが前提です。 

対策3 

対策２ 

対策１ 

発災直後、仙台駅周辺の大量の帰宅困難者が指定避難所へ 

仙台駅周辺にいる人たちが，発災直後に安全を確保するため
の緊急待避場所を確保 

交通機関の停止により帰宅が困難となった人のための 
一時滞在場所を確保 

仙台駅周辺の関係者が連携し、共通の対応指針に基づいて
行動 

課題 

一斉帰宅抑制 
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「緊急退避場所」 
（仙台駅西口駅前広場） 

  「緊急退避場所」の確保 

「緊急退避場所」 
（仙台駅東口駅前広場） 

「緊急退避場所」とは，災害時の危険回避のため緊急に避難する場所です。 
仙台駅周辺においては，仙台駅東口，西口の駅前の広場を仙台駅周辺の「緊急退避場所」とします。 

【仙台駅西口】 【仙台駅東口】 

【案内に必要なツールの例】 ・災害情報を提供するため
の手段として，乾電池式の 
 ラジオ等を活用。 

案内地図    掲示板  貼り紙    懐中電灯 

・来訪者がどこに避難したらいいのかを理解し，案内のためのツールを用意。 

「緊急退避場所」への案内・誘導は，駅周辺事業者が行います。 
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 「一時滞在場所」の確保 

 「一時滞在場所」とは，災害時に帰宅困難者を一時的に受け入れることについて， 
 仙台市と協定を締結した施設です。 
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       仙台駅周辺の 
   「一時滞在場所」 
 
① ＪＲ仙台駅（１階～３階） 
② 仙台駅東西地下自由通路 
③ エスパル 
④ ホテルメトロポリタン仙台 
⑤ 地下鉄仙台駅 
⑥ 仙台市シルバーセンター 
⑦ 東北学院大学 
⑧ 宮城第一信用金庫 

８ 

８ 

７ 

Ｈ27. 1 現在 
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関係者の連携 

 災害発生時には，仙台市や警察等と連携しながら，様々な状況に応じた帰宅困難者対策を行うため，
仙台駅の構内に現地対策本部を設置します。 
 また，駅周辺の事業者との情報共有や，帰宅困難者に対する情報提供等の担い手として，事業者等か
らは事前に定めた情報連絡員を派遣するものとします。 

仙台市 
災害対策本部 

（青葉区役所4階） 

現地対策本部 

情報提供 
報告 

情報入手 
情報提供 

情報提供 

連絡 
報告 駅周辺事業者 

情報連絡員 情報入手 
情報提供 

ＪＲ 警察 

「一時滞在場所」 

情報 
提供 

（JR仙台駅構内） 防災行政用 
無線 

仙台市 
（都市整備局 
総合交通政策部） 

駅周辺事業者 
「緊急退避場所」 

の避難者 

施設管理者 

協力者 
(ボランティア) 

帰宅困難者 

物資 
配布 

仙台市 
（都市整備局 
総合交通政策部） 

体制 平時の活動 災害時の活動 

仙台市 

・一時滞在場所の確保 
・現地対策本部開設の事前準備 
 （備品やツール等の準備） 
・徒歩帰宅者の支援策 

・市災害対策本部等からの情報入手及び報告 
・一時滞在場所開設の依頼 
・状況に応じた判断，指示 

駅周辺事業者 
情報連絡員 

・メンバー間での連絡網の構築，連絡手段が使 
 えない場合の参集ルールの策定 
・駅周辺事業者，団体との「顔の見える関係」の 
 構築 
・「緊急退避場所」における情報収集･提供につ 
 いての手順の習熟，訓練 

・駅周辺事業者からの情報入手及び提供 
・「緊急退避場所」の避難者に対する情報提供 
・「一時滞在場所」での滞在希望者数の把握，要援護 
 者の有無の確認 
・物資配布に関する協力者（ボランティア）への指示 
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○帰宅困難者対応訓練実施結果等に基づき、必要に応じて対応指針の 

見直しを行います。 
 

○「仙台駅周辺帰宅困難者対応指
針」等の検証や協議会、及び本市、
関係事業者・関係機関の協働によ
る対応策の確認を行うことを目的に
平成26年9月2日に実施しました。 

（参加者数：約530人） 

帰宅困難者対応訓練の実施 

対応指針の見直し 

 仙台駅周辺帰宅困難者対策連絡協議会 

対応指針の周知・啓発 

○対応指針の概要版を作成し、仙台駅周辺事業者等への対応指針の 

周知・啓発を行っていきます。 
 


